
 

 

 

タンブラー型IoTデバイスによるオフィスコミュニケーション創発システム 
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概要． 我々は，タンブラー型 IoTデバイスを用いた休憩タイミング推定とオフィスコミュニケーシ

ョン創発システムを提案する．ユーザーがもつタンブラー型 IoTデバイスの加速度データから，給湯

に行く休憩タイミングを同期できるユーザーの組み合わせを推定し，同時に休憩室へ誘導する．本シ

ステムはユーザーに意識させることなく自然に行動を同期させることができるため，本システムによ

り，従来の社内イベント開催によるコミュニケーション活性化施策では困難であった，日常業務の効

率化に結びつくようなコミュニケーションの創発を狙う．本稿では，提案システムの説明およびタン

ブラー型 IoTデバイスの加速度データを用いた休憩タイミング推定の基礎検討結果を報告する． 

 

1 はじめに 

近年，企業における生産性向上や付加価値創出の

重要性が高まっており，これらを念頭に置いた種々

の改善施策が行われている. 代表的なものとして，

社内コミュニケーションの活性化が挙げられる. 例

えば，多くの企業は運動会などの各種イベントを企

画して社内コミュニケーション活性化を図ろうと

試みている．しかし，こうした非日常的なイベント

開催では，日常の業務遂行効率化に結びつくような

交流が行われるとは限らない．かつては，喫煙所に

おいて灰皿やライターの貸し借りがきっかけで起

こる情報交換が”タバコミュニケーション”と呼ば

れ，日々の重要な社交の場として機能していたが，

喫煙者の減少や社内喫煙スペースの縮小によって

その機能は限定的になりつつあると考えられる. 

そこで我々は，日常業務の効率化に結びつくよう

なコミュニケーションを発生させるきっかけを作

るためのシステムを構築することを目指すことと

した. まず我々は，以下の 4 つの要素を含むことが

必要であるとの仮説を立てた:  

1. 場所: 気軽に会話ができる場 

2. タイミング: 互いに業務が忙しくない時間帯 

3. 人数: 少ない人数での会話 

4. 共通話題: 会話の中心となるような話題 

喫煙所での”タバコミュニケーション”では，こ

れらが成立していたことが明らかである[1]．ただし，

喫煙所では利用者が限定されるため，他の場所とし

て，我々はオフィス内カフェスペース，給湯室，休

憩室など（以下，休憩室とする）でのコミュニケー

ションに着目した．近年の休憩室には，デジタル機

器活用などのコミュニケーション活性化施策が施

されていることもあり[2]， 1.場所，3.人数，4.共通

話題を満たす条件が揃っている．しかし，2.タイミ

ングについては，複数の人が同時に訪れる可能性は

低く，その場でコミュニケーションが発生しづらい

のが課題である．このため，休憩室においてコミュ

ニケーション活性化の４要素を満たすためには，社

員間の休憩室に行くタイミングを合わせることが

必要である．社員が休憩室に行く目的の一つは「給

湯」であり，そのためにはタンブラーが多く使われ

る．我々はここに着目し，本研究では，タンブラー

の動きから社員の「給湯」すなわち休憩室に向かう

タイミングを推定可能にすることを目的とし，推定

の仕組みを考案するとともにこの仕組みを組込ん

だ「タンブラー型 IoTデバイスによるオフィスコミ

ュニケーション創発システム」を構築した（図 1）． 

本稿では，試作したコミュニケーション創発シス

テムの説明とタンブラー型 IoTデバイスを用いた休

憩タイミングの推定可能性について述べる． Copyright is held by the author(s). 
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図 1 コミュニケーション創発システム全体の構成 
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2 提案システム 

2.1 全体構成 

提案システムの全体像を図 1に示す．本システム

は，複数のタンブラー型 IoTデバイス，データ収集・

解析サーバーで構成される．サーバーは，IoT デバ

イスの加速度データや環境センサデータ，ユーザー

データから，休憩室への誘導に適したタイミング・

ユーザーグループを推定する．本システムにより，

適切なユーザーへ適切なタイミングで同時に誘導通

知し，休憩室に一挙に集めることで，その場でのコ

ミュニケーション創発を狙う．ただし，環境センサ，

ユーザーデータの活用については別途報告する． 

2.2 タンブラー型 IoTデバイス 

試作したタンブラー型 IoT デバイスを図 2 に示

す．本デバイスは，加速度センサと LED を搭載し

ている．飲料残量が減るにつれ，デバイスの傾き角

度が大きくなることを利用し，加速度センサから算

出した角度を休憩タイミングの推定に活用する．ま

た，LEDはサーバーから送られてくる誘導通知をユ

ーザーに視認させる．ユーザー状態のセンシングや

誘導通知にウェアラブルデバイスを用いる方法も存

在するが，人体への装着が必須となるため導入のハ

ードルが高い．本デバイスは，日用品を従来通りに

使用するため，ユーザーが自然な形で導入できる． 

 

3 休憩タイミングの推定に関する検討 

ユーザーの休憩タイミング推定に，試作デバイス

の加速度データが活用可能であるかを検証した．仕

事中に使う飲料容器を試作デバイスに変更し，1 名

分の加速度データを一定時間収集した．図 3に加速

度データから算出したデバイスの傾き角度の推移を

示す．グラフ中で鋭いピークのある時刻はユーザー

が飲料を飲んだ時刻に対応する．角度の値は時間経

過に応じて増加し，残量が徐々に減少していること

が読み取れる．実際にタンブラーが空となってから

一定時間経過後にユーザーは休憩室を訪問していた．

このことから，加速度データが休憩タイミングの推

定に活用可能であることを確認した． 

これを受け，あるユーザー1 名の 1 ヶ月分のデー

タを用いて休憩タイミング推定モデルを構築した．

モデルの学習には異種混合学習[3]を用い，曜日・時

間帯・デバイス傾き (最後に飲料を補充した後の最

大角度)，前回の休憩室訪問からの経過時間を説明変

数，休憩室に滞在していたかどうか（1: 滞在，-1: 不

在）を目的変数とした．17日分を学習データ，3日

分を評価データとして検証を行った結果，評価デー

タでの再現率 33%，適合率 25%となった．ユーザー

の意図を含む行動の推定において，これらの値の良

し悪しについては現時点では評価できない．しかし，

両者の間には何らかの関係があることはわかった． 

 

4 おわりに 

本稿では，タンブラー型 IoTデバイスを用いた休

憩タイミング推定の仕組み構築と，本仕組みを活用

したオフィスコミュニケーション創発システムを提

案し，タンブラー型 IoTデバイスの加速度データが

ユーザーの休憩タイミング推定に活用可能であるこ

とを確認した．そして，機械学習による休憩タイミ

ング推定モデルを構築し，推定精度を評価した． 

今後は，オフィス内での活用に向け，環境センサ

データも活用し，より高度なタイミング推定手法を

開発する．また，本稿では検討の範囲外とした適切

なユーザーグループの推定についても検討を進める． 
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図 2 タンブラー型 IoTデバイス 

デバイス単体（左），タンブラーへ取り付けた場合の例（右） 

 

図 3 デバイスの傾き角度と休憩タイミングの関係 


